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告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
七
十
八
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青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
十
三
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
も
の

を
青
少
年
に
有
害
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書
類
と
し
て
指
定
す
る
。
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定
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書
類

番
号

種　
　

類
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書　
　

類　
　

の　
　

名　
　

称

発　
　

行　
　

所

　

一

　

二

　

三

　

四

　

五

　

六

　

七

　

八

　

九

雑

誌

雑

誌

雑

誌

書

籍

書

籍

雑

誌

書

籍

雑

誌

雑

誌

月
刊
マ
ガ
ジ
ン
ビ
ー
ボ
ー
イ
２
０
２
１　

１
２
月
号

　

１
８
３
５
５－

１
２

無
敵
恋
愛
Ｓ
＊
ｇ
ｉ
ｒ
ｌ　

２
０
２
２　

１
月
号

　

０
８
５
７
７－

１

月
刊
ほ
ん
と
う
に
怖
い
童
話
２
０
２
２
年
１
月
号

　

０
８
１
０
３－

１

特
ダ
ネ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
！　

収
穫
の
秋
号　

３
５

　

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８－

４－

８
９
２
１
２－

６
４
３－

７芸
能
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
特
ダ
ネ
大
放
出
ス
ペ
シ
ャ
ル

　

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８－

４－

８
６
６
３
２－

６
９
６－

２ま
ん
が
あ
な
た
の
知
ら
な
い　

ニ
ッ
ポ
ン
絶
望
社
会
Ｄ

Ｘ
　

５
３
４
５
６－

１
５

芸
能
お
宝
最
新
特
報
Ｂ
Ｕ
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
！
！
！

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
３

　

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
９
７
８－

４－

８
９
２
１
２－

６
４
９－

９別
冊
ラ
ヴ
ァ
ー
ズ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
８　

　

６
８
５
４
５－

７
２

実
話
ナ
ッ
ク
ル
ズ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ　

２
０
２
１
冬

株
式
会
社
リ
ブ
レ

ぶ
ん
か
社

ぶ
ん
か
社

株
式
会
社
イ
ン
テ
ル
フ
ィ

ン株
式
会
社
ブ
レ
イ
ン
ハ
ウ

ス株
式
会
社
コ
ア
マ
ガ
ジ
ン

株
式
会
社
イ
ン
テ
ル
フ
ィ

ン株
式
会
社
大
洋
図
書

株
式
会
社
大
洋
図
書
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０
２
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１

　

０
１
８
０
５－

０
１
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式
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鉄
人
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指
定
理
由

　

�　
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っ
て
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を
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め
、
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少
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の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
と

認
め
ら
れ
る
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八
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七
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福
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二
十
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律
第
百
六
十
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十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
児
通

所
支
援
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
五
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
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〇
二
一
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三
号

放
課
後
等
デ
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サ

ー
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株
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は
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ま
る

令
和
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年
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二

月
一
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宮
城
県
告
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百
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十
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障
害
者
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日
常
生
活
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び
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会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
三
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十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ�

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
〇
七
〇
〇
六
四
五

生
活
介
護　
コ
コ
ア（
心

愛
）
Ⅲ

名
取
市
愛
島
塩
手
字
北

野
三
十
二
番

生
活
介
護

特
定
非
営
利
活

動
法
人　

環

令
和
三
年
十
一

月
一
日

〇
四
一
一
一
〇
〇
三
八
一

た
け
の
こ

岩
沼
市
本
町
四
番
三
十

一
号

生
活
介
護

一
般
社
団
法
人

み
や
ぎ
た
け
の

こ
会

令
和
三
年
十
一

月
一
日

〇
四
一
一
二
〇
〇
五
五
三

就
労
定
着
支
援
セ
ン
タ�

ー
つ
な
ぐ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ　

就
労
定
着
支
援

一
般
社
団
法
人

つ
ぐ
か
ふ
え

令
和
三
年
十
一

月
一
日

ｏ
ｎ
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
錦

百
三
十
番
地
の
一

〇
四
一
〇
三
〇
〇
四
〇
四

シ
エ
ン
ズ
ホ
ー
ム
ケ
ア

事
務
所
し
お
が
ま

塩
竈
市
伊
保
石
二
番
四

四
一
号　

シ
ャ
ー
メ
ゾ

ン
ビ
ュ
ー
コ
ー
ス
ト
Ｄ

二
〇
一

居
宅
介
護

株
式
会
社
シ
エ

ン
ズ

令
和
三
年
十
二

月
一
日

〇
四
一
二
一
〇
〇
一
四
一

ウ
イ
ン
デ
イ
ズ

刈
田
郡
蔵
王
町
遠
刈
田

温
泉
字
西
集
団
九
五
番

地
一

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

社
会
福
祉
法
人

大
泉
会

令
和
三
年
十
二

月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
八
十
一
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
す
る
指
定
障
害�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
二
一
〇
〇
一
一
七

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
ふ
ら
ん

刈
田
郡
蔵
王
町
大
字
円

田
字
駅
内
十
九

居
宅
介
護

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

ふ
ら
ん

令
和
四
年
一
月

一
日

〇
四
一
一
三
〇
〇
〇
六
四

ス
テ
ッ
プ

栗
原
市
金
成
梨
崎
道
ノ

上
七
番
地
の
一

短
期
入
所

社
会
福
祉
法
人

栗
原
秀
峰
会

令
和
三
年
十
二

月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
八
十
二
号

　

県
営
名
鰭
地
区
土
地
改
良
事
業
（
区
画
整
理
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知

事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称
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土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
令
和
四
年
一
月
二
十
一
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

涌
谷
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
八
十
三
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
蛇
沼
向
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
こ
の
換
地
計
画
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
換
地

計
画
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
令
和
四
年
一
月
二
十
四
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

石
巻
市
役
所
、
石
巻
市
河
南
総
合
支
所
、
東
松
島
市
役
所
及
び
美
里
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
八
十
四
号

　

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
百
二
十
五
条
の
六
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
の
あ
っ
た
次
の
加
入
区
に
係
る
区
域
内
特
定
養
殖

業
者
の
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込
み
又
は
規
約
の
設
定
に
つ
い
て
の
同
意
は
、
法
第
百
二
十
五
条
の
六
第
一
項
に
規
定

す
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

加
入
区
の

名　
　

称

区　
　

域

同
意
成
立
の

届
出
年
月
日

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

養
殖
業
の
種
類

区
域
内
特
定

養
殖
業
者
数

宮
城
県
第

百
三
十
八

加
入
区

平
成
十
九
年
宮

城
県
告
示
第
三

百
十
八
号
（
漁

業
災
害
補
償
法

に
基
づ
く
漁
業

共
済
に
係
る
加

入
区
の
設
定
）

で
告
示
さ
れ
た

宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
の
石
巻

地
区
支
所
の
地

区
の
う
ち
荻
浜

の
区
域

令
和
三
年
十
二

月
三
日

石
巻
市
さ
く
ら
町
二
丁
目

十
八－

七

豊
嶋　

祐
二

石
巻
市
あ
ゆ
み
野
四
丁
目

十
二
番
地
六

伏
見　

薫

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
十
八

条
の
四
に
規
定

す
る
わ
か
め
養

殖
業

�

三
人

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
八
十
五
号

　

次
の
建
設
業
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
営
業
所
の
所
在
地
を
確
知
で
き
な
い
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　

こ
の
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
て
も
申
出
が
な
い
と
き
は
、
建
設
業
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

商
号
又
は
名
称
等

商
号
又
は
名
称
及
び
代
表
者

の
氏
名

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

建
設
業
許
可
番
号

（
宮
城
県
知
事
許
可
）

緒
久
里
産
業
株
式
会
社

橋
本　

拓
也

大
崎
市
三
本
木
南
谷
地
字
長
寿
院
浦
一
番
地
十

般－

一

第
二
万
三
百
四
十
四
号

株
式
会
社
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

北
山　

寛

仙
台
市
泉
区
泉
ケ
丘
一
丁
目
十
二
番
三
十
号

般－

三
十

第
二
万
千
七
百
五
十
号

二　

申
出
先

　
　

宮
城
県
土
木
部
事
業
管
理
課
建
設
業
振
興
・
指
導
班

　
　

所
在
地　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

電　

話　

〇
二
二－

二
一
一－

三
一
一
六
（
直
通
）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
八
十
六
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
金
洗
堰
土
地
改
良
区

役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

冨　
　

田　
　

政　
　

則　
　
　



第264号　令和３年12月17日　金曜日 （4）宮　　城　　県　　公　　報

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
三
年
十
一
月
二
十
四
日

遠　

藤　

久　

雄

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
要
害
二
十
一
番
地

監　

事

令
和
三
年
十
一
月
二
十
四
日

板　

垣　
　
　

勝

加
美
郡
色
麻
町
大
字
下
新
町
北
百
六
十
番

地
一

監　

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
三
年
十
一
月
二
十
三
日

田　

中　

榮　

夫

加
美
郡
色
麻
町
一
の
関
字
鹿
野
八
番
地
一

監　

事

令
和
三
年
十
一
月
二
十
三
日

遠　

藤　

久　

雄

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
要
害
二
十
一
番
地

監　

事

公

告

〇
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
の
財
政
状
況
を
別
冊
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

令
和
三
年
度
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
県
産
品
販

売
支
援
業
務
（
そ
の
二
）　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

農
政
部
食
産
業
振
興
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町

三
丁
目
八
番
一
号

三　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

令
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日

四�　

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

楽
天
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社　

東
京
都
世
田
谷
区
玉
川

一
丁
目
十
四
番
一
号

五　

契
約
金
額　

二
億
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七�　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
理
由　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政

令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令

第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
該
当

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

黒
川
郡
大
和
町
吉
田
字
山
ノ
神
十
番
一

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

富
谷
市
成
田
四
丁
目
二
十
八
番
地　

パ
セ
オ
プ
ラ
シ
ー

ド
成
田
Ｄ
一
〇
五

�

氏
家　

克　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
八
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

イ　

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体

政
治
団
体

の

名

称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

（
第
一
号
）

届
出
年
月
日

絆
の
会

早
坂　
　

敦

高
橋　

伽
羅

仙
台
市
青
葉
区
中
江
一－

九－

九

衆
議
院
議
員

令
和
三
年

�

十
一
月
十
七
日

　

ロ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

⻆
田
雄
一
後
援
会

⻆
田　

雄
一

⻆
田　

雄
一

宮
城
郡
松
島
町
根
廻
字
桐
田
四
三－

八

令
和
三
年

�

十
一
月
一
日
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〇
宮
選
管
告
示
第
百
八
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
築
館
支
部

長
谷
川　

敦

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

栗
原
市
築
館
字
荒

田
沢
四
一－

二
九

四

栗
原
市
築
館
伊
豆

一－

七－

二
六

令
和
三
年

�

十
月
八
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

白
鳥　

泰
行

諏
訪　

和
男

自
由
民
主
党
名
取
市
支

部

相
澤　
　

雅

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

名
取
市
大
手
町
四

－
一
三－

四

名
取
市
植
松
一－

七－

五

令
和
三
年

�

十
月
十
五
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
小

売
販
売
支
部

佐
々
木
俊
倫

代

表

者�

の

氏

名

佐
々
木
俊
倫

狩
野　

英
俊

令
和
三
年

�

十
一
月
一
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
仙

台
市
青
葉
区
第
一
支
部

髙
橋　

卓
誠

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
通

町
二－

九－

一
五

仙
台
市
青
葉
区
昭

和
町
五－

三

令
和
三
年

�

十
月
十
五
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

愛
と
緑
と
活
力
あ
る
県

政
研
究
会

赤
間　
　

仁

代

表

者�

の

氏

名

赤
間　
　

仁

浅
野　

和
志

令
和
三
年

�
十
一
月
十
二
日

赤
間
ゆ
き
お
後
援
会

松
浦　

嘉
雄

代

表

者�

の

氏

名

松
浦　

嘉
雄

千
葉　

繁
夫

令
和
三
年

�
十
一
月
九
日

吉
川
ひ
ろ
や
す
を
囲
む

会

八
重
樫
和
彦

代

表

者�

の

氏

名

八
重
樫
和
彦

青
山　

友
之　

令
和
三
年

�

十
一
月
十
二
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

遠
藤　

拓
弥

鈴
木　

謙
一

貞
宗
け
ん
じ
後
援
会

貞
宗　

健
司

会
計
責
任
者

の

氏

名

仲
野　
　

実

高
橋　

弘
昌

令
和
三
年

�

十
一
月
一
日

高
橋
た
く
み
後
援
会

髙
橋　

卓
誠

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
通

町
二－

九－

一
五

仙
台
市
青
葉
区
昭

和
町
五－

三

令
和
三
年

�

十
月
十
五
日

伊
達
な
宮
城
を
考
え
る

会

須
貝　

和
広

会
計
責
任
者

の

氏

名

三
浦　

武
志

寺
島　

和
徳

令
和
三
年

十
一
月
二
十
六
日

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ　

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ

髙
橋　

卓
誠

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
通

町
二－

九－

一
五

仙
台
市
青
葉
区
昭

和
町
五－

三

令
和
三
年

�

十
月
十
五
日

中
沢
幸
男
の
会

栗
原　

憲
昭

代

表

者�

の

氏

名

栗
原　

憲
昭

木
村　
　

裕

令
和
三
年

�

十
一
月
十
日

日
本
弁
護
士
政
治
連
盟

仙
台
支
部

新
里　

宏
二

会
計
責
任
者

の

氏

名

及
川　

雄
介

山
谷　

澄
雄

令
和
三
年

�

十
一
月
十
五
日

前
原
吉
宏
後
援
会

上
野　

伸
一

代

表

者�

の

氏

名

上
野　

伸
一

齋
藤　

利
春

令
和
三
年

�

十
一
月
八
日

森
下
千
里
後
援
会

森　
　

千
里

会
計
責
任
者

の

氏

名

渡
邊　
　

強

猪
股　
　

豪

令
和
三
年

�

十
一
月
十
二
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
九
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

異
動
事
項

新

旧

　

異
動
年
月
日

髙
橋　

卓
誠

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ

Ｗ　

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ

Ｉ

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
通
町

二－

九－

一
五

仙
台
市
青
葉
区
昭
和

町
五－

三

令
和
三
年
十
月
十

五
日

労
働
委
員
会

〇
宮
城
県
労
働
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号

　

宮
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
労
働
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

会　

長　
　

水　
　

野　
　

紀　
　

子　
　
　

　
　
　
宮
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局
文
書
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

宮
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局
文
書
取
扱
規
程
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
労
働
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
三
号
中
「
電
子
県
庁
共
通
基
盤
シ
ス
テ
ム
（
宮
城
県
Ｉ
Ｔ
戦
略
推
進
計
画
Ⅱ
（
平
成
十
六
年
三
月
策
定
）

に
よ
る
電
子
自
治
体
化
の
推
進
の
一
環
と
し
て
整
備
さ
れ
た
県
に
お
け
る
各
種
電
子
情
報
処
理
機
能
の
共
通
基
盤
と
な

る
機
能
群
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
う
ち
、」
を
削
り
、「
電
子
決
裁
及
び
文
書
管
理
の
機
能
」
を
「
情
報
処
理
シ
ス

テ
ム
」
に
改
め
る
。
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第
五
条
第
一
項
中
「
、
決
裁
日
登
録
」
を
削
る
。

　

第
六
条
第
一
号
中
「
文
書
収
受
簿
」
を
「
収
受
発
送
簿
」
に
改
め
、
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第

四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

　

第
八
条
第
一
号
中
「
文
書
収
受
簿
」
を
「
収
受
発
送
簿
」
に
改
め
、
第
二
号
中
「
文
書
収
受
簿
」
を
「
収
受
発
送
簿
」

に
、「
当
該
書
面
の
「
担
当
者
等
」
欄
に
、
受
領
印
」
を
「
当
該
書
面
に
よ
り
、
受
領
印
又
は
署
名
（
以
下
「
受
領
印
等
」

と
い
う
。）」
に
、
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
文
書
収
受
簿
」
を
「
収
受
発
送
簿
」
に
改
め
る
。

　

第
九
条
第
一
項
中
「
、
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
が
な
い
限
り
」
を
「
、
別
に
定
め
が
あ
る

場
合
又
は
特
に
支
障
の
あ
る
場
合
を
除
き
」
に
改
め
、「
よ
う
努
め
る
」
を
削
る
。

　

第
十
一
条
中
「
主
任
又
は
電
子
文
書
取
扱
主
任
」
を
「
、
当
該
回
議
に
係
る
事
務
を
担
当
す
る
者
」
に
改
め
る
。

　

第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
文
書
番
号
簿
」
を
「
収
受
発
送
簿
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
冠
す
」
を
「
冠
す

る
」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
条
第
二
項
中
「
受
領
印
」
を
「
受
領
印
等
」
に
改
め
る
。

　

第
十
六
条
第
一
項
中
「
当
該
文
書
に
係
る
決
裁
済
の
文
書
情
報
に
発
送
年
月
日
」
を
「
当
該
発
送
に
係
る
決
裁
済
の

文
書
情
報
に
発
送
に
関
す
る
情
報
（
次
項
に
お
い
て
「
発
送
情
報
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
発
送
年

月
日
」
を
「
発
送
情
報
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
を
「
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
第
三
号
中
「
、
表
紙
」

を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
編
集
す
る
と
と
も
に
、
文
書
件
名
目
録
に
登
録
の
上
」
を
「
編
集
し
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
三
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
宮
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局
文
書
取
扱
規
程
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
宮
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局
文
書
取
扱
規
程
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み

な
す
。

正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
五
八
号
（
令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

二

段上

行
後
ろ
か

ら
五　

正

稲
井　

謙
一

　
　
　
　
　
　
　

誤

稲
井　

健
一


